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N E W S L E T T E R

おもな記事　最新研究レビュー「ＣＷＤ？」（p２）／エゾシカの季節移動を
探る（伊吾田宏正 p４）／鹿研 14年の歩み（中原慎一ｐ５）／鹿肉試食会初体
験記（野呂美沙子 p５）衛生マニュアルが実現させる有効活用（籠田勝基 p６）／
オンタリオ州のシカ猟制度（鈴木正嗣ｐ７）／『エゾシカ被害と対策』を出版（p８）

エゾシカ協会 2003年度通常総会リポート
社団法人エゾシカ協会の通常総会が５月 24日午後、札

幌市北区のレストラン「アパトゥリダ」で開かれ、会

員同士のフリーディスカッションでは活発な意見が飛

び交いました。　　　　　　　　　（文・平田剛士）

衛生マニュアルの活用法は？衛生マニュアルの活用法は？衛生マニュアルの活用法は？衛生マニュアルの活用法は？衛生マニュアルの活用法は？

籠田勝基氏籠田勝基氏籠田勝基氏籠田勝基氏籠田勝基氏　野生の鹿肉をいかに美

味しく、衛生的に供給できるか。消

費拡大のポイントはここなんです。

食肉処理場でのマニュアルはできま

した。ただ「通達」で、捕殺したら

処理場に持ち込んでから解体せよと

なってる。これがネックです。

大泰司紀之会長大泰司紀之会長大泰司紀之会長大泰司紀之会長大泰司紀之会長　北海道の指導でそ

うなっている。協会として「いまの

ような指導はやめて欲しい」と知事

に要望書を出しましょう。

宇野裕之氏宇野裕之氏宇野裕之氏宇野裕之氏宇野裕之氏　以前鹿料理を出してい

たのに最近やめてしまってるレスト

ランが釧路に何軒かある。調理師会

では、鹿肉は

食材としては

魅力的だが安

全性が心配と

いう声が出て

いる。道東で

は個人経営の

食肉処理場が

増えつつあり

ますが、衛生マニュアルはそうした

小規模なところにも配布してＰＲし

ていかないと。

井田宏之事務局長井田宏之事務局長井田宏之事務局長井田宏之事務局長井田宏之事務局長　マニュアルを配

布しても、ちゃんと守られているか

どうかだれがチェックできるのか、

という問題はあります。残念ながら

協会にその力はないでしょう。

大泰司会長大泰司会長大泰司会長大泰司会長大泰司会長　「猟区実施の検討」事

業は、衛生管理マニュアルとも連動

しているので、モデル的なことがで

きれば⋯⋯

魅力ある猟区とは—魅力ある猟区とは—魅力ある猟区とは—魅力ある猟区とは—魅力ある猟区とは—

梶光一氏梶光一氏梶光一氏梶光一氏梶光一氏　北海道のエゾシカ保護管

理計画は効果が確認されています。

これまではどうやって個体数を下げ

るかが大テーマでしたが、これから

は出口を見ていかないと。つまり有

効活用ですが、そのためにも地域地

域を見ていく方向になっていくと思

います。

宇野氏宇野氏宇野氏宇野氏宇野氏　猟区となると、ハンターに

とっての魅力づくりが大切ですね。

高い密度でシカがいて、大型の個体

も獲れて、という⋯⋯。

加地唯一氏加地唯一氏加地唯一氏加地唯一氏加地唯一氏　ハンターの数が減って

います。協会員をみてもハンターは

３分の１。ハンター会員を増やす意

味でも、協会として新規に銃を持つ

人を育てる事業をやって欲しい。

（（（（（社社社社社）））））北海道猟友会北海道猟友会北海道猟友会北海道猟友会北海道猟友会　猟友会でも、

会員がコーチになって狩猟免許の試

験を受ける人に研修をやっています。

合格率は 95％くらいですよ。

大泰司会長大泰司会長大泰司会長大泰司会長大泰司会長　今年度も継続して猟区

調査を行ないますが、これまでと整

合性のある猟区にしていきたいと

思っています。
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Ａ保護管理部会 １．猟区実施に向けての検討

２．シカの慢性消耗病（ＣＷＤ）調査への協力

Ｂ被害対策部会 １．エゾシカ被害対策整備マニュアルの発行

２．「野生生物と交通」研究発表会への協力

Ｃ有効活用 １．衛生管理マニュアルの発表

　システム部会 ２．エゾシカ肉の協会推奨システムの実施

３．エゾシカ肉の販路・消費拡大に向けたＰＲ活動の実施

１．セミナーの開催

その他 ２．協会活動の広報

　　ニュースレターの発行（３回／年）、ホームページ充実

20032003200320032003年度活動計画年度活動計画年度活動計画年度活動計画年度活動計画
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CWD?
「シカ類のプリオン病——慢性消耗性疾患（ＣＷＤ）」

鈴木正嗣・杉山誠／著
『畜産の研究』2003年６月号＝養賢堂＝収録

最新研究レビュー
シカの脳みそがスポンジ状になってしまう奇病「慢性消耗性疾患（ＣＷＤ）」。

ＢＳＥ（いわゆる狂牛病）や、人がかかるクロイツフェルト・ヤコブ病などと同じ種類の

この病気が、北アメリカのシカたちの間で流行している。

でもそもそもＣＷＤってどんな病気なんだろう？　エゾシカ協会理事で北海道大学大学院

獣医科学講座の鈴木正嗣さんと、岐阜大学人獣共通感染症講座の杉山誠さんがこのほど発

表した最新論文から探ってみると⋯⋯。 （文・平田剛士）

カナダ・オンタリオ州ゲルフ市の養鹿場
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　ＣＷＤにかかったシカは、体重が

減り、〈〈〈〈〈同同同同同じじじじじとととととここここころろろろろををををを繰繰繰繰繰りりりりり返返返返返ししししし歩歩歩歩歩行行行行行

する、する、する、する、する、他の動物に無関心となる、他の動物に無関心となる、他の動物に無関心となる、他の動物に無関心となる、他の動物に無関心となる、

頭部や耳がうなだれる、頭部や耳がうなだれる、頭部や耳がうなだれる、頭部や耳がうなだれる、頭部や耳がうなだれる、軽い運動軽い運動軽い運動軽い運動軽い運動

失調を呈する、失調を呈する、失調を呈する、失調を呈する、失調を呈する、両足を広げて立つ両足を広げて立つ両足を広げて立つ両足を広げて立つ両足を広げて立つ

などの行動の異常が見られる〉などの行動の異常が見られる〉などの行動の異常が見られる〉などの行動の異常が見られる〉などの行動の異常が見られる〉（杉

山）。このような症状は数日間で終わ

ることもあれば、１年以上続くこと

もあるのだが、〈〈〈〈〈末末末末末期期期期期にににににははははは、、、、、過剰な過剰な過剰な過剰な過剰な

飲水と排尿が見られ〉飲水と排尿が見られ〉飲水と排尿が見られ〉飲水と排尿が見られ〉飲水と排尿が見られ〉〈〈〈〈〈嚥嚥嚥嚥嚥下下下下下困困困困困難難難難難、、、、、

過剰流涎あるいは異物の吸入によ過剰流涎あるいは異物の吸入によ過剰流涎あるいは異物の吸入によ過剰流涎あるいは異物の吸入によ過剰流涎あるいは異物の吸入によ

り誤嚥性肺炎を引き起こ〉り誤嚥性肺炎を引き起こ〉り誤嚥性肺炎を引き起こ〉り誤嚥性肺炎を引き起こ〉り誤嚥性肺炎を引き起こ〉（杉山）

して、最後には死んでしまう。

　発症するのはおもに成獣で、雄雌

にかかわらず感染する。

原因は「プリオン」
　症状を見ただけではＣＷＤと断定

はできない。解剖して脳を調べる必

要があるのだ。診断の決め手は、〈〈〈〈〈神神神神神

経細胞および神経網の空胞変性経細胞および神経網の空胞変性経細胞および神経網の空胞変性経細胞および神経網の空胞変性経細胞および神経網の空胞変性

と〉と〉と〉と〉と〉〈〈〈〈〈異異異異異常常常常常型型型型型プププププリリリリリオオオオオンンンンン蛋蛋蛋蛋蛋白白白白白質質質質質ののののの検検検検検

ＣＷＤはこんな病気
出〉出〉出〉出〉出〉（杉山）である。

　この異常型プリオン蛋白質が原因

になって起きる病気は「プリオン

病」と呼ばれ、牛のＢＳＥ（狂牛

病）や、人間のクロイツフェルト・

ヤコブ病もこの「プリオン病」の一

種である。

　このプリオン、生半可な消毒や滅

菌が効かない。煮沸くらいでは死ん

でくれないのである。〈〈〈〈〈死死死死死体体体体体ののののの処処処処処理理理理理

および汚染器具等の汚染処理のおよび汚染器具等の汚染処理のおよび汚染器具等の汚染処理のおよび汚染器具等の汚染処理のおよび汚染器具等の汚染処理の

最も確実な方法は、最も確実な方法は、最も確実な方法は、最も確実な方法は、最も確実な方法は、完全焼却で完全焼却で完全焼却で完全焼却で完全焼却で

ある〉ある〉ある〉ある〉ある〉（杉山）。

感 染 環
　ＢＳＥでは、異常型プリオン入り

の濃厚飼料（肉骨粉の疑いが強い）

を食べた牛が次々に犠牲になった

が、シカのＣＷＤでは、プリオンを

直接食べなくても感染が進むらし

い。〈〈〈〈〈こここここれれれれれまままままでででででににににに捕捕捕捕捕獲獲獲獲獲・・・・・飼育され飼育され飼育され飼育され飼育され

たエルクにおいて水平感染が観たエルクにおいて水平感染が観たエルクにおいて水平感染が観たエルクにおいて水平感染が観たエルクにおいて水平感染が観

察されており察されており察されており察されており察されており（（（（（中中中中中略略略略略）））））自然界でも自然界でも自然界でも自然界でも自然界でも

このような感染経路が成立していこのような感染経路が成立していこのような感染経路が成立していこのような感染経路が成立していこのような感染経路が成立してい

ると推定される〉ると推定される〉ると推定される〉ると推定される〉ると推定される〉（杉山）。水平感染

とは、はじめ健康でも病人（シカ）

と一緒にいるだけで同じ病気にか

かってしまうことをいう。

　そしてやっぱり、異常型プリオン

を口にしてもシカはＣＷＤに感染す

る。プリオンは〈〈〈〈〈中中中中中枢枢枢枢枢神神神神神経経経経経系系系系系以以以以以外外外外外

の組織にも存在する〉の組織にも存在する〉の組織にも存在する〉の組織にも存在する〉の組織にも存在する〉（杉山）の

で、雌ジカの後産などとして〈〈〈〈〈体体体体体外外外外外

に排出され土壌、に排出され土壌、に排出され土壌、に排出され土壌、に排出され土壌、牧草などに付着牧草などに付着牧草などに付着牧草などに付着牧草などに付着

し〉し〉し〉し〉し〉〈〈〈〈〈ＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷＤＤＤＤＤののののの感感感感感染染染染染源源源源源とととととなななななるるるるる可可可可可能能能能能

性は高い〉性は高い〉性は高い〉性は高い〉性は高い〉（杉山）。

　とはいえ、〈〈〈〈〈感感感感感染染染染染経経経経経路路路路路にににににつつつつついいいいいてててててののののの

詳細もまだ完全には解明されてい詳細もまだ完全には解明されてい詳細もまだ完全には解明されてい詳細もまだ完全には解明されてい詳細もまだ完全には解明されてい

ない〉ない〉ない〉ない〉ない〉（杉山）。

人に感染るの？
　世界保健機関は〈〈〈〈〈こここここれれれれれまままままでででででにににににＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷ

Ｄがヒトに感染したという証拠はＤがヒトに感染したという証拠はＤがヒトに感染したという証拠はＤがヒトに感染したという証拠はＤがヒトに感染したという証拠は

ないと結論づけている〉ないと結論づけている〉ないと結論づけている〉ないと結論づけている〉ないと結論づけている〉（杉山）。
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CWD?
でも〈〈〈〈〈リリリリリスススススクククククををををを完完完完完全全全全全ににににに否否否否否定定定定定ででででできききききななななな

いことから、いことから、いことから、いことから、いことから、北米の公衆衛生およ北米の公衆衛生およ北米の公衆衛生およ北米の公衆衛生およ北米の公衆衛生およ

び野生動物管理に関わる機関は、び野生動物管理に関わる機関は、び野生動物管理に関わる機関は、び野生動物管理に関わる機関は、び野生動物管理に関わる機関は、

ハンター、ハンター、ハンター、ハンター、ハンター、食肉業者、食肉業者、食肉業者、食肉業者、食肉業者、剥製業者な剥製業者な剥製業者な剥製業者な剥製業者な

北米での状況は？
　北米では養鹿場のシカと、野生の

シカの両方にＣＷＤが確認されてい

る。

　養鹿場で感染シカが見つかったら、

〈〈〈〈〈ほほほほほとととととんんんんんどどどどどののののの飼飼飼飼飼育育育育育群群群群群ででででで殺殺殺殺殺処処処処処分分分分分あああああるるるるる

いは隔離いは隔離いは隔離いは隔離いは隔離・・・・・検疫が実施されてき検疫が実施されてき検疫が実施されてき検疫が実施されてき検疫が実施されてき

た〉た〉た〉た〉た〉（鈴木）。

　例えば、39の飼育群でＣＷＤが見

つかったカナダのサスカチュワン州

では〈〈〈〈〈殺殺殺殺殺処処処処処分分分分分数数数数数ははははは約約約約約 80008000800080008000頭に達頭に達頭に達頭に達頭に達

し、し、し、し、し、補償も含むその費用は補償も含むその費用は補償も含むその費用は補償も含むその費用は補償も含むその費用は 19001900190019001900

万ドル以上と算出されている〉万ドル以上と算出されている〉万ドル以上と算出されている〉万ドル以上と算出されている〉万ドル以上と算出されている〉（鈴

木）。

　いっぽう〈〈〈〈〈野野野野野生生生生生個個個個個体体体体体群群群群群にににににおおおおおけけけけけるるるるる

中心的な発生地は、中心的な発生地は、中心的な発生地は、中心的な発生地は、中心的な発生地は、コロラド州とコロラド州とコロラド州とコロラド州とコロラド州と

ワイオミング州との州境地域東部ワイオミング州との州境地域東部ワイオミング州との州境地域東部ワイオミング州との州境地域東部ワイオミング州との州境地域東部

（（（（（最最最最最近近近近近はははははこここここののののの地地地地地域域域域域ににににに隣隣隣隣隣接接接接接すすすすするるるるるネネネネネブブブブブ

ラスカ州も含まれるようになっラスカ州も含まれるようになっラスカ州も含まれるようになっラスカ州も含まれるようになっラスカ州も含まれるようになっ

た）た）た）た）た）であり、であり、であり、であり、であり、その面積は約４万平その面積は約４万平その面積は約４万平その面積は約４万平その面積は約４万平

方キロ〉方キロ〉方キロ〉方キロ〉方キロ〉（鈴木）。

　しかし〈〈〈〈〈野野野野野生生生生生個個個個個体体体体体群群群群群でででででののののの汚汚汚汚汚染染染染染地地地地地

域は拡大傾向にあり〉域は拡大傾向にあり〉域は拡大傾向にあり〉域は拡大傾向にあり〉域は拡大傾向にあり〉、その一因と

して〈〈〈〈〈ＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷＤＤＤＤＤににににに汚汚汚汚汚染染染染染ささささされれれれれたたたたた養養養養養鹿鹿鹿鹿鹿場場場場場

が感染源となったケースもあるとが感染源となったケースもあるとが感染源となったケースもあるとが感染源となったケースもあるとが感染源となったケースもあると

考えられている〉考えられている〉考えられている〉考えられている〉考えられている〉（鈴木）。

　感染率には地域格差があり、１％

未満から 20％程度だという。

養鹿場での対策は？
〈〈〈〈〈ＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷＤＤＤＤＤははははは致致致致致死死死死死的的的的的ななななな疾疾疾疾疾病病病病病でででででああああありりりりり、、、、、

現時点ではワクチンも治療法も存現時点ではワクチンも治療法も存現時点ではワクチンも治療法も存現時点ではワクチンも治療法も存現時点ではワクチンも治療法も存

在しない〉在しない〉在しない〉在しない〉在しない〉（鈴木）。だから養鹿場で

の対策は、「非汚染」の群れには予

防、「汚染」の群れは隔離するか、殺

処分するしかない。

　といって、いったん「汚染」する

と清浄化は至難だ。〈〈〈〈〈全全全全全頭頭頭頭頭ののののの殺殺殺殺殺処処処処処分分分分分

後、後、後、後、後、汚染除去薬剤として次亜鉛素汚染除去薬剤として次亜鉛素汚染除去薬剤として次亜鉛素汚染除去薬剤として次亜鉛素汚染除去薬剤として次亜鉛素

酸カルシウムを散布し、酸カルシウムを散布し、酸カルシウムを散布し、酸カルシウムを散布し、酸カルシウムを散布し、土壌の鋤土壌の鋤土壌の鋤土壌の鋤土壌の鋤

き返しと一年間の飼育停止を経たき返しと一年間の飼育停止を経たき返しと一年間の飼育停止を経たき返しと一年間の飼育停止を経たき返しと一年間の飼育停止を経た

にも関わらずＣＷＤが再発した例にも関わらずＣＷＤが再発した例にも関わらずＣＷＤが再発した例にも関わらずＣＷＤが再発した例にも関わらずＣＷＤが再発した例

もある〉もある〉もある〉もある〉もある〉（鈴木）。

　被害を広げないためには、感染

（が疑わしい）シカの輸出入や移動に

強力なチェックが必要だ。

野生のシカへの

対策は？
〈〈〈〈〈カカカカカナナナナナダダダダダととととと合合合合合衆衆衆衆衆国国国国国でででででははははは発発発発発生生生生生状状状状状況況況況況ののののの

モニタリングを目的とする精力的モニタリングを目的とする精力的モニタリングを目的とする精力的モニタリングを目的とする精力的モニタリングを目的とする精力的

な調査が始められている〉な調査が始められている〉な調査が始められている〉な調査が始められている〉な調査が始められている〉（鈴木）。

とはいえ、治療法の確立していない

状況では対策に決め手はなく、〈〈〈〈〈汚汚汚汚汚染染染染染

早期であれば選択的駆除や生息数早期であれば選択的駆除や生息数早期であれば選択的駆除や生息数早期であれば選択的駆除や生息数早期であれば選択的駆除や生息数

削減が有効とされているため、削減が有効とされているため、削減が有効とされているため、削減が有効とされているため、削減が有効とされているため、そそそそそ

の効果の確認が待たれている〉の効果の確認が待たれている〉の効果の確認が待たれている〉の効果の確認が待たれている〉の効果の確認が待たれている〉（鈴

木）。

ハンターへの啓蒙

は？
〈〈〈〈〈野野野野野生生生生生個個個個個体体体体体群群群群群ののののの汚汚汚汚汚染染染染染ががががが確確確確確認認認認認ささささされれれれれたたたたたウウウウウ

イスコンシン州では、イスコンシン州では、イスコンシン州では、イスコンシン州では、イスコンシン州では、狩猟ライセ狩猟ライセ狩猟ライセ狩猟ライセ狩猟ライセ

ンスの売上げが前年に比べンスの売上げが前年に比べンスの売上げが前年に比べンスの売上げが前年に比べンスの売上げが前年に比べ 2 22 22 22 22 2％も％も％も％も％も

減ったと報道された〉減ったと報道された〉減ったと報道された〉減ったと報道された〉減ったと報道された〉（鈴木）。

　そこで、カナダやアメリカ政府は

〈〈〈〈〈狩狩狩狩狩猟猟猟猟猟者者者者者ににににに対対対対対しししししＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷＤＤＤＤＤ関関関関関連連連連連ののののの情情情情情報報報報報ををををを

積極的に広報するとともに、積極的に広報するとともに、積極的に広報するとともに、積極的に広報するとともに、積極的に広報するとともに、ポスポスポスポスポス

ターなどを配布して資料の提供をターなどを配布して資料の提供をターなどを配布して資料の提供をターなどを配布して資料の提供をターなどを配布して資料の提供を

求めている〉求めている〉求めている〉求めている〉求めている〉（鈴木）。情報公開を進

めて狩猟者自身のリスクを避け、野

生のシカのモニタリングにもつなげ

る作戦だ。

　日本でのＣＷＤ発生例はない。〈〈〈〈〈ししししし

かし、かし、かし、かし、かし、北米産シカ類の飼育経験を北米産シカ類の飼育経験を北米産シカ類の飼育経験を北米産シカ類の飼育経験を北米産シカ類の飼育経験を

有する施設も皆無ではなく、有する施設も皆無ではなく、有する施設も皆無ではなく、有する施設も皆無ではなく、有する施設も皆無ではなく、万一万一万一万一万一

に備えた調査と防備の体制は整えに備えた調査と防備の体制は整えに備えた調査と防備の体制は整えに備えた調査と防備の体制は整えに備えた調査と防備の体制は整え

ておく必要がある〉ておく必要がある〉ておく必要がある〉ておく必要がある〉ておく必要がある〉（鈴木）。

　日本では厚労省が〈〈〈〈〈米米米米米国国国国国、、、、、カナカナカナカナカナ

ダ、ダ、ダ、ダ、ダ、韓国産のシカ原料について医韓国産のシカ原料について医韓国産のシカ原料について医韓国産のシカ原料について医韓国産のシカ原料について医

薬品薬品薬品薬品薬品・・・・・医療用具等への使用を認め医療用具等への使用を認め医療用具等への使用を認め医療用具等への使用を認め医療用具等への使用を認め

日本ではどう対応すべき？
ない旨を通知しない旨を通知しない旨を通知しない旨を通知しない旨を通知し（（（（（20012001200120012001年年年年年 1 01 01 01 01 0月月月月月）））））〉〉〉〉〉

（鈴木）、農水省も〈〈〈〈〈飼飼飼飼飼育育育育育シシシシシカカカカカののののの死死死死死

亡例は原則として全頭検査を行う亡例は原則として全頭検査を行う亡例は原則として全頭検査を行う亡例は原則として全頭検査を行う亡例は原則として全頭検査を行う

方針を定めた方針を定めた方針を定めた方針を定めた方針を定めた（（（（（20022002200220022002年年年年年 1 11 11 11 11 1月月月月月）））））〉〉〉〉〉

（鈴木）けれど、〈〈〈〈〈もももももううううう一一一一一歩歩歩歩歩踏踏踏踏踏みみみみみ込込込込込

んだ危機管理策として養鹿場に対んだ危機管理策として養鹿場に対んだ危機管理策として養鹿場に対んだ危機管理策として養鹿場に対んだ危機管理策として養鹿場に対

するチェックや指導体制するチェックや指導体制するチェックや指導体制するチェックや指導体制するチェックや指導体制（（（（（個個個個個体体体体体ののののの

登録や施設面での基準化と検査な登録や施設面での基準化と検査な登録や施設面での基準化と検査な登録や施設面での基準化と検査な登録や施設面での基準化と検査な

CWD?
ど）ど）ど）ど）ど）の整備が必要との整備が必要との整備が必要との整備が必要との整備が必要と

なる〉なる〉なる〉なる〉なる〉（鈴木）。

　ハンターはどう振る

舞うべきだろう？　

〈〈〈〈〈現現現現現時時時時時点点点点点ででででではははははＣＣＣＣＣＷＷＷＷＷＤＤＤＤＤににににに

関する狩猟行政サイドの積極的動関する狩猟行政サイドの積極的動関する狩猟行政サイドの積極的動関する狩猟行政サイドの積極的動関する狩猟行政サイドの積極的動

きはないが、きはないが、きはないが、きはないが、きはないが、今後の状況によって今後の状況によって今後の状況によって今後の状況によって今後の状況によって

は体系的な疫学調査の実施と結果は体系的な疫学調査の実施と結果は体系的な疫学調査の実施と結果は体系的な疫学調査の実施と結果は体系的な疫学調査の実施と結果

の公表が必要になるであろう〉の公表が必要になるであろう〉の公表が必要になるであろう〉の公表が必要になるであろう〉の公表が必要になるであろう〉（鈴

木）。安心してシカ猟ができるよう

に、ハンター自身もアンテナを張っ

ておきたい。

どにＣＷＤについてのどにＣＷＤについてのどにＣＷＤについてのどにＣＷＤについてのどにＣＷＤについての

注意を喚起している〉注意を喚起している〉注意を喚起している〉注意を喚起している〉注意を喚起している〉

（杉山）。

寄稿歓迎
エゾシカ協会ニューズレターは

会員同士のコミュニケーションツール

お問い合わせは事務局へ
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シカを追う

　捕獲地の白糠町北部は阿寒湖畔と並

ぶ道内でも有数なシカの越冬地であ

る。狩猟期が終わると警戒心を解いた

シカが徐々に姿を現し、３月ともなる

と数十頭単位のシカの大群がいくつも

見られる。ある程度こちらが近づくと

集団は一斉に走り出すが、それぞれの

群がまるで１個の生き物のように塊と

なって躍動する様は印象的である。

　私たちの研究チームはこのようにシ

カが越冬地に集中している時期に生け

捕りを行う。麻酔銃やワナを使ってシ

カを捕まえ、首輪型の電波発信器と耳

標を取り付けるのだ。そして追跡調査

が始まる。

　春先、雪が融ける頃になると越冬地

のシカが急に減ってゆき、追跡個体の

発信音も途絶えてしまう。それからが

忙しい。追跡は専用の受信機を車に積

んで、電波を頼りに探すのだが、電波

はせいぜい数kmしか飛ばない。した

がって見失ったシカを探すためには林

道をしらみつぶしに走り回ることにな

る。

　調査の開始当初はシカがどこに移動

するのか全く手がかりがなく、まさに

雲をつかむような日々だった。朝から

晩まで車で 300km以上走り回って１

頭の電波も拾えない日も少なくなかっ

た。地上の調査だけでは全ての個体を

追跡することが難しく、軽飛行機を

使って探索することもあった。

記録は102km

　こうして地道な追跡調査を毎年続け

るうちに、次のようなことがわかって

きた。白糠町北部で越冬するシカは、

春になって雪が融けると釧路支庁管内

を中心とした広い範囲に散らばってい

く。町村名を挙げると、白糠、足寄、陸

別、津別、阿寒、鶴居、弟子屈、標茶。

遠いところでは別海や訓子府などへ移

動する個体もいて、移動距離の最高記

録はなんと直線距離で102kmだった。

その後彼らは移動先で夏を過ごし、冬

になると再び白糠の越冬地へと戻って

きた。そして次の年以降もそれぞれの

個体は全く同じ場所へ移動した。つま

り彼らは出産育児の場である夏の生息

地と厳しい冬を乗り越えるための越冬

地の間を毎年規則的に往復していたの

だ。

驚くべき生態

　地図も磁石もないのに数十kmに及

ぶ移動を毎年繰り返す彼らの習性には

本当に驚かされる。一方では、季節移

動をせずに年間通じて白糠の越冬地で

過ごす個体が一部にはいることもわ

かってきた。また、このような大規模

な季節移動にも関わらず、移動時期以

外は彼らはあまり動かない。夏の生息

地や越冬地ではせいぜい数十から数百

haの狭い範囲で行動していた。

　このような季節移動のパターンなど

の生態学的情報は、エゾシカを保護管

理していく上での重要な基礎資料とな

るだろう。それと同時に、調査で明ら

かにされた彼らの驚くべき生態には、

野生動物に興味ある者として好奇心を

刺激されずにはいられない。

エゾシカの季節移動を探る
伊吾田宏正　北海道大学大学院農学研究科

　私は 1997年から北海道との共同研究で道東地域の

エゾシカの生態調査を続けている。これまでのべ85頭

のエゾシカに電波発信器をつけて、その行動を追跡し

てきた。６年間にわたる調査の結果いろいろなことが

わかってきた。今回はその内容を簡単に紹介したい。

電波発信器をつけられたエゾシカ（右）

photo/Hiromasa
Igota

御利用御礼
エゾシカ協会ウェブサイトエゾシカ協会ウェブサイトエゾシカ協会ウェブサイトエゾシカ協会ウェブサイトエゾシカ協会ウェブサイト

yezodeer.com
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　西興部村養鹿研究会（鹿研）は今

年、設立 10周年の記念誌を発行しま

した。鹿研の「歴史」をご紹介しま

しょう。

　鹿研は、平成２年９月 10日、西興

部村の有志 10人が出資金を出し合っ

て設立しました。自然の恵みである

シカの肉を生産・販売して、その価

値を再発見し、地域の活性化にもつ

なげたいという思いでした。

　まず取りかかったのは鹿牧場の準

備です。資材にするため、廃止に

なった名寄本線で使われていた古い

電柱を１本 1000円でもらったのです

が、寒い季節に鼻水を流しながらの

作業でした。

　翌平成３年春は、フェンス設置作

業をおこないました。0.7haの敷地

を囲うのに、計 300mのフェンスを

張ったのですが、会員は貴重なゴー

ルデンウィークをつぶしてしまいま

した。でも、新たに購入したのは

フェンスそのものだけで、あとの資

材はすべて廃物利用で完成させたの

です。完成した牧場には、鹿追町か

ら「元鹿」（雄雌１頭ずつ）を導入

し、半年がかりの夢が実現したので

すが⋯⋯？

　飼育頭数を増やそうと、

「野生鹿捕獲大作戦」を

やったのは、平成４年２

月のことです。会員と北

大関係者ら、村内外協力

者 23人も参加する大捕物

となりましたが、成果は

「ゼロ」。最後は大爆笑の

宴となりました。

　鹿牧場で最初の仔鹿が

生まれたのは平成５年６月でしたが、

すごくカワイイんです。

　生産の目処が立ったので、翌６年

７月から食肉処理場の建設に着工し

ました。これも古材を用い、会員手

作りの施設です。12月 20日には保

健所の処理場検定を受け、見事パス

しました。

　平成７年、活動の実績を認められ

て鹿牧場に併設する形で鹿牧場公園

（総工費１億 3500万円）が建設され

ました。この年の７月には鹿肉缶詰

「鹿夢缶」の製品化にも成功していま

す。

　現在も続けている村民向けの「鹿

肉パーティ」は平成８年２月 24日が

第１回。この年の暮れには東京の日

本テレビのスタジオに呼ばれて、全

国に鹿研をＰＲしてきました。

　ここまでこれたのは会員の方はも

とより、エゾシカ協会はじめ、北大

また関係機関様のご指導ご協力が

あったからだと思います。まことに

ありがとうございます。

鹿研 14年の歩み　　中原慎一・西興部村養鹿研究会会長

美味し鹿肉

apatrida アパトゥリダ／札幌市北区北 16西４

　みなさん、はじめまして。今回初

めて、しかもある方のご好意により

自腹を切ることもなく（ありがとう

ございました！）鹿肉試食会に参加

させていただきました！

　試食会はエスニックレストラン

「アパトゥリダ」で開催され、アジア

ンテイストのお料理をたくさん味わ

うことが出来ました。私の一番のお

気に入りはシカ肉入りのレッドカ

レーでした。シカのお肉もとてもや

わらかく、カレーにマッチしていて、

もとはあまり辛いものが得意ではな

い私が、辛さに負けずにペロッと食

べれてしまう一品でした。

　魚同様、お肉にも様々なテイスト

があり、中でも鹿のお肉は他の肉に

負けず劣らず、むしろさらにおいし

い！　と思わせてくれる一品である

ことを再認識しました。

　１年半ほど前に、所属していた大

学の某場所にて研究室の有志と七輪

で鹿肉を焼き、シークヮーサー汁

（レモン汁のようなものです）をつけ

て味わったのが私の鹿肉との初めて

の出会いでした。あれ以来、いろい

ろな味で私を楽しませてくれる鹿肉

に感謝しているところです。

鹿肉試食会♡初体験♡記
野呂美紗子（エゾシカ協会会員、社団法人北海道開発技術センター研究員）

この夜のメニュー

和風生春巻き

マリネ

ガイヤーン（鹿肉にて）

タンドリー（鹿肉にて）

レッドカレー（鹿肉にて）

カオッパ

ココナッツミルクアイス

　apatridaは地球倶楽部という北大生中心のサークルが運営してい

るお店です。学生だけでやっています。普段はスープカレーを中心

としたエスニック料理のお店です。（アパトゥリダ　落合翔平）

亭主敬白
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衛生マニュアルが

実現させる有効活用
籠田　勝基（エゾシカ協会）

　エゾシカの有効活用は、保護管理および被害防止と共に、シカとの共生を目標とした重要な方策として、エ

ゾシカ協会が設立当初より主張してきたところである。有効利用の一環として、食肉としての利用を促進する

ための方途について協会は既に平成 13年７月に、道に対して「エゾシカの有効活用に関する要望書」を提出

し、又本年５月の協会定期総会においても「エゾシカ肉の衛生管理体制の確立について」道に要請すべしとの

決議が行われた。

　野生獣であるエゾシカを食肉として利用するためには、野獣肉に対する食文化の醸成と需要の拡大および流

通システムの確立などの問題を解決することが重要である。しかし現実的に食肉として利用されている現状で

は、なによりもまず捕獲個体の解体処理に関する衛生管理体制の確立が緊急に行うべき条件と思われる。

　以上のことから、エゾシカ肉の安全性を確保し、北海道特産品としての商品価値を付与するために実施すべ

き事柄について筆者の考えを述べることとする。

　現在エゾシカを含め、野生鳥獣の

解体処理については、食肉利用を目

的とした法的規制は存在せず、商品

として販売される場合だけ「食品衛

生法」が適用されている。食肉の安

全性を考慮すれば、牛や豚などの家

畜に適用される「と畜場法」の適用

が理想的であるが、主として狩猟に

より捕殺されるエゾシカに同法を適

用することは極めて非現実的であり

不可能なことである。

　現在野生鳥獣の肉利用を目的とし

て解体処理をする場合は、道の定め

た「野獣肉の衛生指導要領」が唯一

のより所となっている。同要領によ

れば、捕獲した動物は、内臓摘出を

行わずに個体のまま、食品衛生法に

基づく食肉処理業の許可施設に搬入

することとされている。エゾシカ肉

を食用として利用するためには、厳

冬期でも捕獲後 30分以内に内臓摘出

と放血を行わねば、肉の品質を著し

く低下させ商品価値を失うことが確

認されている。又捕獲後１時間以内

に処理場に搬入することも事実上不

可能であることからも、上記指導要

領は著しく現実性を欠くものである。

以上の理由から、本道特産物として

のエゾシカ肉に商品価値を持たせる

ためには「野獣肉の衛生指導要領」

の見直し再検討が必要である。

「野獣肉の衛生指導要領」の見直し

　商品としてのエゾシカ肉は、食品

衛生法の適用を受けるが、食肉とな

る前の解体処理については、前述し

たように法的規制は存在しない。そ

こで、処理場に搬入されたエゾシカ

を、商品として流通させるためには、

食品としての製造工程中の重要ポイ

ントを管理して、危害発生を未然に

防止するＨＡＣＣＰ（危害分析重要

管理点）方式を取り入れた衛生管理

マニュアルに基づいて解体処理並び

に加工処理されることが必要である。

エゾシカ肉の処理加工衛生管理マニュアルの策定
　「野獣肉の衛生指導要領」では、加

工処理に関しては「食品衛生法施行

条例」に定める「公衆衛生上講ずべ

き措置に関する基準（別表第一）」を

遵守することとしているが、解体お

よび加工処理全般に関して具体的な

衛生管理マニュアルを策定し、それ

によって全工程が管理されることが

現実的である。なお本マニュアルは、

食品の安全性についての責任を持つ

行政組織（道食品衛生課）の承認を

得たものであることが望ましい。

　食肉の安全性確保については既に

「製造物責任法（ＰＬ法）」の施行や

食品期限表示制度の導入などが行わ

れており、エゾシカ肉においても、

これらの趣旨に沿った、捕獲月日や

捕獲場所の表示など、食品の追跡性

（トレーサビリテイー）を明らかにす

るべきである。

（次ページ下段へ続く）
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　エゾシカの有効利用が進まない理

由の一つとして、解体処理場が少な

い事が挙げられる。折角捕獲したエ

ゾシカも、処理場までの距離が遠い

ために、十分利用されずに放棄され

たり、処理場以外の場所で解体され、

食中毒発生の原因となる例などが認

められている。この様な状況を改善

するために、解体処理場の適正な配

置および捕獲現場から処理場搬入ま

でに個体を一時保管する保管庫の設

処理場の増設等有効利用促進のための環境整備
置とその回収システムについての検

討などが、エゾシカの有効利用促進

にとって重要な検討課題となろう。

　以上エゾシカの食肉利用促進のた

めの問題点について述べたが、近年

牛のＢＳＥに類似するシカの伝達性

海綿状脳症であるＣＷＤの発生がア

メリカとカナダで報告され、大きな

問題となっている。ＢＳＥの発生地

である本道でも当然重大な関心を持

つべき問題であり、緊急にエゾシカ

のＣＷＤの調査を実施すべきである。

　エゾシカ肉の衛生管理については、

現状のような、食肉業者などの自主

的方法では実効性に乏しく、安全上

の不安が大きい。

　エゾシカの有効利用については、

一日も早く行政的な方針を確立して、

将来的には現状の「野獣肉の衛生指

導要領」を、道の規則、条例のよう

な法的拘束力のあるものにしていく

ことが必要と思われる。

　今年の３月、CWDサーベイランスに関する調査の

一環としてカナダはオンタリオ州を訪れた。その際、

ここでのシカ猟制度についても若干の情報を得たので、

簡単に報告しておきたい。

　まずは、ライセンス（獲物に装着するシールやタグ

も含まれる；これらは捕獲後ただちに所定の方法で装

着しなければならない）の価格について。居住者と非

居住者との間で歴然とした格差がつけられているのが

特徴である。農業従事者対象にディスカウントがある

点も興味深く、2002年の価格設定は下記のとおりで

あった（１カナダドルは約 87円に相当する）。

1.
一般居住者：33ドル（ヘラジカは 40ドル）

2.
居住の農業従事者：20ドル（ヘラジカの設定なし）

3.
犬使用の許可：9.5ドル（ヘラジカも同価格）

4.
非居住者：160ドル（ヘラジカは 320ドル）

　さらに、海外からの非居住者が獲物を自国に持ち帰

るには、輸出許可発行費として 35ドルが必要とされ

る。カナダへは隣国の合衆国から多くのハンターが訪

れるため（空港には合衆国に獲物を持ち帰るための

「通関書類」まで用意されている）、それによりもたら

される「経済効果」も少なくないとのことである。

　次は猟法について。シカ猟に使える猟具には、弓

（クロスボウやコンパウンドボウ）、先込め銃、散弾銃、

ライフル銃がある。弓では長さや張力、鏃（やじり）

のサイズに、銃では口径等について個別の制限が設け

られている。地域や時期によっては弓か先込め銃しか

使えない場合もあり、非居住者の場合はガイドを雇わ

ねばならないこともある。可猟地域は、100を越す野

生動物管理ユニット（Wildlife
Management
Unitを

略しWMUと称される）を基本に定められている。表表表表表

はその一部を示している。話には聞いていたものの、

非常にきめの細かい設定には正直言って驚かされた。


　ひるがえって我が国の状況を考えてみよう。駆除や

猟区を除けば、原則的に種や捕獲数ごとに定められた

ライセンスは存在しない。地域や１日あたりの捕獲数

等には制限があるものの、基本的には年１回の登録で

狩猟可能な種はすべてカバーされる。狩猟者にとって

は便利であるが、現実に即した狩猟制度としては根本

的な欠陥があると言わざるを得ないであろう。

　一方で登録費用の一律化は、獲るハンターと獲らな

いハンターとの間あるいは地域間での不公平感も生ん

でいる。狩猟意欲をそぐ（狩猟者減少に拍車をかける）

ことはあってはならないが、我が国においても狩猟鳥

獣の生態や地域社会の状況を考慮したユニットを定め、

各ユニットに適したきめ細かい狩猟管理制度を目指す

べきであろう。（すずき・まさつぐ　エゾシカ協会）

オンタリオ州(カナダ)のシカ猟制度

（前ページから続く）

鈴木正嗣の海外コラム鈴木正嗣の海外コラム鈴木正嗣の海外コラム鈴木正嗣の海外コラム鈴木正嗣の海外コラム

野生動物管理ユ 解禁シーズン（注）

ニット(WMUs) 居住者 非居住者

5 10/19~11/1 狩猟不可 弓と先込め銃のみ；犬使用不可

5 11/2~12/15 狩猟不可 犬使用不可

6,7B,9A,9B 9/28~10/4 9/28~10/4 非居住者は 7Bの一部と 9B全域でガイドを雇わねばならならず、

猟具は弓と先込め銃のみ；犬使用不可

6,7B,9A,9B,11A 10/5~12/15 10/5~11/15 非居住者は 7Bの一部と 9B,11A全域でガイドを雇わねばならならない

7A 10/5~12/15 10/5~11/15 弓と先込め銃のみ

8 10/19~11/1 10/19~11/1 弓と先込め銃のみ；犬使用不可

8 11/2~12/15 11/2~12/15 犬使用不可

制限事項

表　管理ユニットごとの解禁シーズンと制限事項表　管理ユニットごとの解禁シーズンと制限事項表　管理ユニットごとの解禁シーズンと制限事項表　管理ユニットごとの解禁シーズンと制限事項表　管理ユニットごとの解禁シーズンと制限事項（（（（（部部部部部分分分分分））））） （注）非居住者は角のある個体のみ狩猟できる。
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お送りした会費の請求書の振込み銀行の

名前を間違ってしまいました。「北洋銀

行麻布支店」ではなく「麻生支店」でし

た。大変申し訳ありません。（事務局）

北洋銀行　麻生支店　社団法人エゾシカ

協会　普通預金口座　３５０５８６１

第９回森林と市民を結ぶ全国の集い
2003
北海道
●基調鼎談「北海道の文化と森林」

11月１日（土）13:00〜 14:45　かでるホール

山口昌男（文化人類学者・前札幌大学学長）／辻井達一（農学博士・

北海道環境財団理事長）／チカップ美恵子（アイヌ文様刺繍家）

●出会いの集い（交流パーティ）

11月 1日（日）15:30〜 17:00　かでる周辺ホテルを予定

●フィールド・ワークショップ

11月 2日（日）9:15〜 11:30　旭山記念公園

●分科会

11月 2日（日）13:15〜 17:00　かでる 2.7各会議室

●まとめの集い

11
月 3
日（月）9:00~11:00
かでる 2.7
大会議室

●エクスカーション（下川町コース、白老町コース）

11月３日（月）11:30札幌出発

11月４日（火）13:00プログラム終了

　「森林の現在を知る」「森林の底力を識る」

「森林の未来を探る」という方向から、７
つの

分科会を設け、奥山林、里山林、都市林などの

森林と人のおつき合いのあり方、そしてお互

いを知り、融合しあえる原点を探る場としま

す。

　エゾシカ協会事務局長の井田宏之さんほか

のみなさんを講師に迎えてお送りするのは、

分科会②の「森林との楽しいつき合い方／森

の生き物たちとつき合う」（座長：藤原千尋＝

北海道大学大学院農学研究科）。

　「森の野鳥」「森の小動物」「森の昆虫」の楽

しみ方、「ヒグマに対する地元の人たちの意

識」「北海道のエゾシカ被害と有効利用」を

テーマに、各分野の専門家、研究者からの発表

を中心に展開していく予定です。生態調査の

発表という観点ではなく、野生動物たちと楽

しみ親しむには、という点に重きを置いてい

きます。ぜひご参加下さい。お問い合わせは
☎

011-716-2111（内線2819）
の藤原までお気

軽にどうぞ。（藤原千尋）

エゾシカ有効活用を語ろう！
「森林と市民を結ぶ全国の集い」開催
今年 11月、札幌で

　平成 12年に被害対策部会を立ち上げてから丸３年が経過し、ようやくエゾ

シカ被害の現状と被害対策に対する具体的な内容をまとめた「エゾシカの被

害と対策」が発刊されることとなりました。

　内容は、エゾシカの生態と被害に関する総論から始まり、被害対策の調査

方法、被害対策について幅広い視点でまとめた対策の体系、そして、具体的

な事例を用いて金網フェンス等の対策の設計や施工方法、それらの整備効果

『エゾシカの被害と対策』を出版

第１章 総論
第２章 被害対策の調査手法
第３章 被害対策の整理と概要
第４章 金網フェンスの計画と設計
第５章 脱出用施設の計画と設計
第６章 取付部の処理施設の計画と設計
第７章 横断通路の計画と設計
第８章 電気牧柵の計画・設計・施工
第９章 餌場の設置による対策
第10章 被害対策の効果
第11章 技術資料

を記載しております。エゾシカ被害対策

を講じようとする者にとって必要となる

情報を調査から効果まで一連の流れに

沿ってとりまとめた被害対策のマニュア

ルとして使用してもらえるような構成と

しました。

　被害対策マニュアルは７月の脱稿、発

刊を予定しております。乞うご期待くだ

さい。（事務局　若菜千穂）

送料のみ負担ください。送料のみ負担ください。送料のみ負担ください。送料のみ負担ください。送料のみ負担ください。お申し込みは事務局までお申し込みは事務局までお申し込みは事務局までお申し込みは事務局までお申し込みは事務局まで

会員無料 !


